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１ 調査の概要 
 

 
 
 

（１） 調査の目的 
 

 

志木市では、「志木市男女共同参画推進条例」及び「志木市男女共同参画基本計画」に基づき、

性別にとらわれることなく、能力と個性を生かして共にいきいきと暮らせる「男女共同参画社会

の実現」を目指し、各課題に取り組んでいます。 
 

本調査は、令和２年度に策定する第６次の「志木市男女共同参画基本計画」の基礎資料とする

ことを目的として実施しました。 
 

 
 
（２） 調査期間 

 
 

令和元年 10 月 1日（火）～10 月 31 日（木） 
 
 

 
（３） 調査方法 

 
 

調査地域は市全域としました。また、調査の対象は、市内在住の 18 歳以上の男女として、無作

為に 1,000 名（男女各 500 人）を抽出しました。 

本調査から対象年齢を 18 歳からとしています。 

なお、調査票は郵送により配布・回収を行いました。 
 
 

 
（４） 回収状況 

 
 

本調査の回収数、回収率は以下の通りです。 
 
 

配布数 回収数 回収率 

 

1,000 件 
 

389 件 
 

38.9％ 

 
 
 

 
（５） 報告書の見方 

 

・図表中の「ｎ」は、該当設問における有効回答者総数を表します。 
・集計表の回答比率は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計が 100％とならない場
合があります。 

・複数回答の質問は、各々の回答数を回答者数で除した値であり、回答比率の合計が 100％に
なりません。 
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（６） 調査項目の構成 
 
 

調査項目の構成は以下の通りです。 
 

 

 

１ 

 

 

回答者の基本属性 

 

 

性別、年齢、居住年数、職業、世帯構成（結婚・子ども） 

 

 

２ 

 

 

男女平等感について 

 

 

男女の地位の平等感、性別による固定的役割分担意識 

 

 

３ 

 

 

子育てや介護について 

 

 

女性主体の子育てや介護、休業制度 

 

 

４ 

 

 

家事について 

 

家事の役割分担、男女の生き方、男女別に見た地域活動や

社会参画のために必要なこと 

 

 

５ 

 

 

子どもの教育について 
 

性別によって区別する育て方 

 

 
 

６ 

 

 
 

就業について 

 

女性の就業、現在の就業状況、女性に対する不平等、女性が

再就職するために必要なこと、女性自身の管理職等への登用

希望 

 
 

 

７ 

 

 

ワーク・ライフ・バランス（仕事と

生活の調和）について 

 

仕事と家庭の両立に必要なこと 

 

 

８ 

 

 

社会参画について 

 

 

市の施策に対する女性の意見の反映度 

 

 

９ 

 

ＤＶ（ドメスティック・バイオレ 

ンス）について 

 

ＤＶの認知度、ＤＶの加害・被害経験、ＤＶの相談経験、志木市

配偶者暴力相談支援センターの認知度 
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セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 

（性的嫌がらせ）について 

 

 

セクシュアル・ハラスメントの経験 

 

11 人権について 

性犯罪やＤＶなどをなくすために必要なこと、セクシュアル・マイ

ノリティ（性的少数者）の認知度、性別等で悩んだ経験、セクシ

ュアル・マイノリティが暮らしやすい社会のために必要なこと 

 

 

12 

 

男 女 共 同 参 画 社 会 実 現 のた

めの施策について 

 
 

男女共同参画に関する用語の認知度、男女共同参画社会実現

のため優先的に実施すべき市の施策 
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２ 調査結果の要約 
 

 

（１）回答者の基本属性 （5 ページ） 

・回答者の性別の割合は男性 41.4％、女性 57.1％になっています。 

・回答者の年齢は70歳以上の割合が最も高く27.5％、次いで40～49歳が 18.8％になっています。 
・パートナーの有無は「結婚している」が最も割合が高く 66.8％となっています。 

 

（２）男女平等感について （6 ページ） 
・男女の平等感について、最も平等に感じている項目は「家庭の中では」であり、最も不平等に感
じている項目は「政治の場では」となっています。性別で見ると、全ての項目で男性の方が平等
と感じている割合が高くなっています。また、「家庭の中では」での「平等になっている」と
「やや平等になっている」を合わせた値は、男性が 52.8％、女性が 42.4％であり、10％以上の乖
離が生じています。 

・「男性は仕事、女性は家庭」という考え方について、「そうは思わない」が最も割合が高く
66.8％になっています。平成 26 年度調査と比較すると「そう思う」の割合が減少し、「そうは思
わない」の割合が増加しており、性別による固定的役割分担意識に改善の傾向があります。 

 

（３）子育てや介護について （7 ページ） 
・子育てや介護を女性が主に行っていることが多い現状については、「現実にはやむをえないと思
う」が最も割合が高く 62.5％、次いで「おかしいと思う」が 26.7％となっています。平成 26年度
調査と比較すると「現実にはやむをえないと思う」の割合が減少し、「おかしいと思う」の割合
が増加しており、性別による固定的役割分担意識に改善の傾向があります。 

・男性が育児休業や介護休業を取得することについては、「どちらかといえば取得した方がよい」
が最も割合が高く 50.1％、次いで「取得すべきだ」が 32.6％となっています。平成 26年度調査と
比較すると「取得すべきだ」の割合が増加しており、男性の育児・介護への参加を肯定する意識
が向上しています。 

 
（４）家事について （8 ページ） 

・家事、育児、介護をどの程度行っているかについて、「いつもしている」項目を性別で見ると、
全ての項目で女性の方が高い割合になっており、特に「洗濯」及び「食事のしたく」では、50％
以上の乖離が生じています。 

・男性が家事、育児、介護、地域活動に参加していくために必要なことについて、「仕事と家庭の
両立ができる職場環境の整備」が最も割合が高く 54.2％、次いで「男性が家事参加をすることに
ついて男性自身が抵抗感をなくすこと」が 31.6％となっています。 

・女性が就業等の社会参画をしていくために必要なことについて、「仕事と家庭の両立ができる職
場環境の整備」が最も割合が高く 60.9％、次いで「育児・介護休業制度の一層の普及」が 28.3％
となっています。 

 
（５）子どもの教育について （9 ページ） 

・子育てにおいて「男の子」と「女の子」を区別した方がいいかについては、「男の子と女の子の
育て方は区別するべきではない」が最も割合が高く 35.0％、次いで「男の子と女の子の育て方は
やや区別するべきだ」が 30.6％となっています。平成 26 年度調査と比較すると、「男の子と女の
子の育て方は区別するべきではない」が増加し、「男の子と女の子の育て方はやや区別するべき
だ」が減少しており、子どもの育て方において、男女平等の意識が向上しています。 

 
（６）就業について （9 ページ） 

・女性が職業を持つことについては、「結婚や出産にかかわらず職業を持つ方がよい」が最も割合
が高く 44.0％、次いで「子育ての時期だけは一時やめて、その前後は職業を持つ方がよい」が
35.5％となっています。平成 26 年度調査と比較すると、「結婚や出産にかかわらず職業を持つ方
がよい」が増加し、「出産するまでは職業を持ち、出産したらやめた方がよい」が減少しており、
女性の就業継続に対する意識が向上しています。 

・結婚や出産などで退職した女性にとっての再就職しやすい環境づくりについては、「保育所、学
童保育などの育児環境の充実」が最も割合が高く 57.6％、次いで「再雇用制度などを改正、充実
させる」が 36.0％となっています。 
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（７）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について （10 ページ） 

・男女が共に仕事と家庭を両立するために必要なことについては、「男性が家事・子育てなどに積
極的に協力する」が最も割合が高く 26.2％、次いで「保育所、学童保育などの子育てしやすい環
境を整える」が 22.9％となっています。平成 26 年度調査と比較すると、「男性が家事・子育てな
どに積極的に協力する」及び「労働時間の短縮やフレックスタイム制を導入する」が増加してお
り、男性の家庭参加や職場での対応に対するニーズが高まっています。 

 
（８）社会参画について （10 ページ） 

・市の施策における女性の意見や考え方の反映については、「わからない」が最も割合が高く
46.5％、次いで「十分反映されている」「ある程度反映されている」を合わせた割合が 22.3％と
なっています。 

 
（９）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について （11 ページ）  

・パートナーからのＤＶの有無について、「何度もあった」と「１、２度あった」を合わせると
「大声でどなられた」の割合が最も高く 20.6％、次いで「何を言っても無視され続けた」が
17.8％となっています。 

・パートナーから受けた行為についての相談の有無については、「相談した」が最も割合が高く
40.0％、次いで「相談しようと思わなかった」が 39.2％となっています。平成 26 年度調査と比較
すると、「相談した」割合が増加し、「相談しようと思わなかった」が減少しています。 

・「志木市配偶者暴力相談支援センター」の認識については、「知らない、今初めて名前を知った」
が最も割合が高く 82.3％となっています。 

 
（10）セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）について （12 ページ） 

・セクシュアル・ハラスメントを「経験したことがある」は、「体に触れられた」が最も割合が高
く 14.9％、次いで「宴会などでお酌や、デュエットなどを強要された」が 13.4％となっています。 

  
（11）人権について （13 ページ） 

・性犯罪やＤＶ等の行為をなくすために必要なことについては、「法律、制度の制定や見直し」が
最も割合が高く 40.6％、次いで「犯罪の取り締まりの強化」が 39.6％となっています。 

・「セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）」という言葉の認識については、「意味を知って
いる」が最も割合が高く 69.4％となっています。 

 
（12）男女共同参画社会実現のための施策について （14-15 ページ） 

・男女共同参画に関する言葉の認識について、「言葉や内容、意味も知っている」では、「男女雇
用機会均等法」が最も割合が高く 59.1％、次いで「育児・介護休業法」が 46.8％となっています。  
平成 26 年度調査と比較すると、「ジェンダー」及び「ワーク・ライフ・バランス」の認知割合が
特に増加しています。 

・「男女共同参画社会の実現」を目指すための施策については、「保育制度などの子育て支援や、
介護制度などの充実」が 54.0％と最も高く、次いで「仕事と家庭生活の両立支援」が 42.9％とな
っています。  
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３ 調査結果の概要 

 
  

（１） 回答者の基本属性 
 
 

 

【性別】                           【年齢】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【居住年数】                        【職業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【結婚の有無】                       【家族構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 (n=389) 

男性, 41.4%

女性, 57.1%

答えたくない, 

0.3%

その他, 0.3% 無回答, 1.0% 18-29歳, 7.5%

30-39歳, 

11.6%

40-49歳, 

18.8%

50-59歳, 

18.3%

60-69歳, 

15.7%

70歳以上, 

27.5%

無回答, 0.8%

未婚である, 

20.1%

結婚している, 

66.8%

死別または離

別している, 

11.6%

その他, 1.0% 無回答, 0.5%

3年未満, 

10.5%
3年以上-5年未満, 

3.9%

5年以上-10年未満, 

8.7%

10年以上-20年未満, 

18.8%

20年以上, 

57.8%

無回答, 0.3%

一人だけで住

んでいる, 13.6%

夫婦だけで住

んでいる, 35.2%夫婦と未婚の

子どもと住んで

いる, 29.3%

夫婦と結婚した

子どもと住んで

いる, 1.3%

親と子ども夫

婦と孫が一緒

に住んでいる, 

4.1%

その他, 12.1%

無回答, 4.4%

自由業・自営業・家業

（農業・会社経営など）, 

6.4%

正社員・正職員

で勤務している, 

29.0%

非正規採用で勤務して

いる（臨時・派遣などで

あるが常勤とほぼ同様

な勤務条件である）, 

6.2%

アルバイト・パートなどで勤務している

（常勤とは異なる勤務条件である）, 

15.4%

内職, 0.3%

専業主婦・専業

主夫, 18.0%

学生, 2.6%

無職, 19.5%

その他, 1.8%
無回答, 0.8%
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（２） 男女平等感について 
 

【男女の平等感に対する考え方】  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(n=389) 

 
 

【「男性は仕事、女性は家庭」という考え方】  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.7%

11.2%

66.8%

53.3%

24.9%

32.8%

0.8%

1.3%

0.8%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H26

そう思う そうは思わない どちらともいえない わからない 無回答

（年度）

（n=389）

（n=463）

26.5%

14.9%

11.3%

4.1%

7.2%

4.4%

7.2%

19.5%

17.5%

17.0%

8.2%

15.7%

13.1%

15.7%

23.9%

18.8%

20.3%

21.3%

32.6%

22.6%

23.7%

15.4%

5.7%

20.8%

24.2%

15.9%

27.8%

24.2%

8.7%

1.5%

9.8%

24.7%

6.9%

17.7%

13.4%

3.9%

28.0%

11.1%

10.8%

15.9%

8.7%

11.1%

2.1%

13.6%

9.8%

6.7%

5.7%

5.7%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭の中では

学校の中では

職場の中では

政治の場では

地域活動の場では

社会通念や風潮では

法律や制度の上では

平等になっている やや平等になっている どちらともいえない

やや不平等になっている 不平等になっている わからない

無回答 系列8
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（３） 子育てや介護について 

 

【子育てや介護は、女性が主に行っていることが多い現状に対する考え方】 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【男性の育児休業や介護休業の取得に対する考え方】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.6%

27.6%

50.1%

49.5%

4.4%

7.3%

0.5%

1.9%

8.0%

8.0%

3.6%

3.9%

0.8%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H26

取得すべきだ どちらかといえば取得した方がよい

どちらかといえば取得しない方がよい 取得すべきではない

わからない その他

無回答

（年度）

（n=389）

（n=463）

1.3%

2.8%

62.5%

73.7%

26.7%

16.8%

5.4%

3.2%

3.3%

2.2%

0.8%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H26

当然だと思う 現実にはやむをえないと思う

おかしいと思う わからない

その他 無回答

（年度）

（n=389）

（n=463）
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（４） 家事について 

 
【家事、育児、介護をどの程度行っているかについて】  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(n=389) 
 

【男性が家事、育児、介護や地域活動に参加するために必要なこと】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(n=389) 
 

【女性が就業などの社会参画をしていくために必要なこと】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(n=389) 
 

15.9%

10.5%

28.3%

18.5%

6.7%

60.9%

9.8%

21.6%

4.1%

1.8%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校等、教育の場での男女平等意識教育の充実

男女共同参画社会を目指した啓発活動・相談業務の充実

育児・介護休業制度の一層の普及

男性が家事参加をすることについて男性自身が抵抗感をなくすこと

女性が男性の家事参加について女性自身が抵抗感をなくすこと

仕事と家庭の両立ができる職場環境の整備

労働時間の短縮

フレックス勤務や在宅勤務の普及

わからない

その他

無回答

18.8%

8.2%

25.7%

31.6%

6.2%

54.2%

12.1%

13.9%

4.1%

2.1%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校等、教育の場での男女平等意識教育の充実

男女共同参画社会を目指した啓発活動・相談業務の充実

育児・介護休業制度の一層の普及

男性が家事参加をすることについて男性自身が抵抗感をなくすこと

女性が男性の家事参加について女性自身が抵抗感をなくすこと

仕事と家庭の両立ができる職場環境の整備

労働時間の短縮

フレックス勤務や在宅勤務の普及

わからない

その他

無回答

47.6%

55.3%

53.0%

53.0%

59.4%

14.7%

5.7%

6.2%

35.7%

21.9%

33.9%

22.9%

25.4%

8.0%

3.6%

5.7%

10.8%

10.8%

6.7%

14.7%

9.0%

5.9%

2.6%

2.6%

3.6%

9.5%

3.1%

7.2%

3.9%

0.8%

0.3%

1.3%

62.5%

78.9%

77.1%

2.3%

2.6%

3.3%

2.3%

2.3%

8.2%

9.0%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

掃除

洗濯

買い物（日用品）

食事のしたく

食事の後片づけ

（食器洗いなど）

子どもの教育

乳幼児の世話

親族の介護

いつもしている ときどきしている ほとんどしない まったくしない 対象となる人はいない 無回答
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（５） 子どもの教育について 

【子育てにおいて「男の子」と「女の子」を区別した方がいいかという考え方】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 就業について 

【女性が職業を持つことについて】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【結婚や出産などで退職した女性が、再就職しやすい環境】 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(n=389) 

9.8%

36.0%

21.6%

57.6%

18.8%

28.8%

5.1%

1.3%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

再就職のための講座やセミナー、技能訓練の充実

再雇用制度などを改正、充実させる

求人情報の提供や女性が働ける新しい職場、職域の拡充

保育所、学童保育などの育児環境の充実

再就職することへの家族の理解と協力

パート・派遣等、非正規労働の労働条件の改善

わからない

その他

無回答

44.0%

36.9%

1.8%

1.3%

2.1%

7.8%

35.5%

37.8%

0.5%

0.6%

6.7%

7.8%

5.7%

6.7%

3.9%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H26

結婚や出産にかかわらず職業を持つ方がよい 結婚するまでは職業を持ち、結婚したらやめた方がよい

出産するまでは職業を持ち、出産したらやめた方がよい 子育ての時期だけは一時やめて、その前後は職業を持つ方がよい

女性は一生仕事を持たない方がよい わからない

その他 無回答

（年度）

（n=389）

（n=463）

5.4%

7.6%

30.6%

40.8%

35.0%

31.7%

16.2%

13.6%

7.2%

3.0%

2.6%

1.9%

3.1%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H26

男の子と女の子の育て方は区別するべきだ 男の子と女の子の育て方はやや区別するべきだ

男の子と女の子の育て方は区別するべきではない どちらともいえない

わからない その他

無回答

（年度）

（n=389）

（n=463）
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（７） ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 
 

【男女が共に仕事と家庭を両立するために必要なこと】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

（８） 社会参画について 
 

【市の施策における女性の意見や考え方の反映】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.2%

21.2%

22.9%

24.8%

4.9%

5.0%

16.5%

11.9%

14.4%

12.7%

7.5%

17.5%

4.1%

3.5%

2.1%

1.3%

1.5%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H26

男性が家事・子育てなどに積極的に協力する 保育所、学童保育などの子育てしやすい環境を整える

介護ヘルパーなど福祉施策を充実させる 労働時間の短縮やフレックスタイム制を導入する

介護や子育てのための休暇を取りやすくする 職場や家族などの周囲が、女性が働くことへの理解を深める

わからない その他

無回答

（年度）

（n=389）

（n=463）

1.5%

3.0%

20.8%

24.2%

11.8%

17.3%

8.0%

8.9%

9.0%

43.2%

46.5% 2.3%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H26

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない

ほとんど反映されていない どちらともいえない わからない

無回答

（年度）

（n=389）

（n=463）
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（９） ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について 
 

 

【パートナーからのＤＶの有無】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

(n=389) 
 
 

【「志木市配偶者暴力相談支援センター」の認知度】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(n=389) 
 

  

9.8% 82.3% 8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

知っている、名前を聞いたことがある 知らない、今初めて名前を知った 無回答

7.7%

14.9%

13.4%

3.9%

5.7%

2.6%

6.9%

11.8%

1.0%

14.4%

11.6%

11.1%

8.2%

7.7%

4.6%

9.3%

13.4%

1.0%

69.2%

64.8%

65.8%

78.7%

75.6%

83.0%

73.8%

65.3%

8.7%

8.7%

9.8%

9.3%

11.1%

9.8%

10.0%

9.5%

97.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

嫌がっているのに性に関する話を聞かされた

体に触れられた

宴会などでお酌や、デュエットなどを強要された

地位や立場を利用した性的誘いを受けた

結婚予定や出産予定をたびたび聞かれた

ヌード写真を見せられたり、ヌードや水着等のポス

ターなどを見える所にはられた

不快な呼び方で呼ばれた

容姿について不快なことを言われた

その他

経験したことがある 見聞きしたことがある まったく経験がない 無回答



12 
 

 

（10） セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）について 
 

 

【セクシュアル・ハラスメントの経験】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 (n=389) 

 

 

  

7.7%

14.9%

13.4%

3.9%

5.7%

2.6%

6.9%

11.8%

1.0%

14.4%

11.6%

11.1%

8.2%

7.7%

4.6%

9.3%

13.4%

1.0%

69.2%

64.8%

65.8%

78.7%

75.6%

83.0%

73.8%

65.3%

8.7%

8.7%

9.8%

9.3%

11.1%

9.8%

10.0%

9.5%

97.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

嫌がっているのに性に関する話を聞かされた

体に触れられた

宴会などでお酌や、デュエットなどを強要された

地位や立場を利用した性的誘いを受けた

結婚予定や出産予定をたびたび聞かれた

ヌード写真を見せられたり、ヌードや水着等のポス

ターなどを見える所にはられた

不快な呼び方で呼ばれた

容姿について不快なことを言われた

その他

経験したことがある 見聞きしたことがある まったく経験がない 無回答
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（11）人権について 
 

 

【性犯罪やＤＶ等の行為をなくすために必要なこと】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(n=389) 

 
【セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）という言葉の認識】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(n=389) 

  

40.6%

39.6%

27.2%

12.9%

28.3%

15.9%

0.3%

5.7%

2.6%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

法律、制度の制定や見直し

犯罪の取り締まりの強化

捜査や裁判での女性担当者の増員や、

被害者のための相談窓口・避難施設の整備

暴力の根絶に向けての意識啓発の充実

人権や性差別についての教育の充実

テレビ、雑誌、ビデオなど

メディアの倫理規定の強化や、過激な内容…

特に対策の必要はない

わからない

その他

無回答

テレビ、雑誌、ビデオなど
メディアの倫理規定の強化や、過激な内容

の物の販売や貸し出しの制限

69.4% 12.9% 13.9% 3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

意味を知っている 聞いたことはあるが、意味は知らない 知らない 無回答
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（12） 男女共同参画社会実現のための施策について 
 

 

【男女共同参画に関する言葉の認識】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(n=389) 

 

  

39.3%

21.4%

11.8%

10.6%

26.2%

23.1%

59.1%

56.6%

46.8%

47.5%

5.1%

5.2%

4.9%

5.0%

5.9%

7.6%

3.6%

4.8%

13.6%

14.0%

15.9%

11.7%

32.6%

23.1%

35.0%

37.6%

18.0%

9.5%

4.9%

3.0%

28.8%

24.0%

24.9%

22.7%

42.9%

44.5%

27.8%

31.3%

35.5%

36.3%

28.5%

33.5%

28.5%

30.9%

23.1%

26.1%

21.9%

25.3%

35.7%

41.3%

32.1%

31.1%

30.6%

28.5%

40.9%

40.2%

43.2%

36.2%

19.0%

25.9%

26.2%

48.6%

57.6%

60.7%

25.7%

26.8%

8.0%

7.6%

11.6%

12.5%

61.2%

57.0%

62.2%

59.4%

66.1%

61.8%

69.7%

64.6%

44.5%

40.2%

45.8%

52.3%

31.4%

42.8%

19.8%

17.5%

33.9%

49.6%

71.5%

66.5%

5.7%

6.0%

5.7%

6.0%

5.1%

5.6%

5.1%

4.5%

6.2%

3.7%

5.1%

4.3%

4.4%

4.8%

4.9%

4.5%

4.9%

5.4%

6.2%

4.5%

6.2%

5.0%

5.4%

5.6%

4.4%

4.8%

4.9%

4.6%

4.6%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

R1

H26

ジ
ェ
ン

ダ
ー

エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン

ト

男
女
共

同
参
画

社
会
基

本
法

男
女
雇

用
機
会

均
等
法

育
児
・
介

護
休
業

法

志
木
市

男
女
共

同
参
画

推
進
条

例

志
木
市

男
女
共

同
参
画

基
本
計

画

広
報
し
き

男
女
共

同
参
画

情
報
コ
ー

ナ
ー
「
Ｓ
ｅ

ｅ
Ｓ
ａ
ｗ
」

志
木
市

男
女
共

同
参
画

推
進
月

間

女
性
相

談

保
育
付

き
事
業

ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
防

止
法
）

（
女
性
活

躍
推
進

法
）

政
治
分

野
に
お
け

る
男
女

共
同
参

画
の
推

進
に
関

す
る
法

律

Ｗ
ｉｔ
ｈ
Ｙ

ｏ
ｕ
さ
い
た

ま
（
埼
玉

県
男
女

共
同
参

画
推
進

セ
ン
タ
ー
）

言葉や内容、意味も知っている 聞いたことはある まったく知らない 無回答

ジェンダー

エンパワーメント

男女共同参画社会基本法

男女雇用機会均等法

育児・介護休業法

志木市男女共同参画推進

条例

志木市男女共同参画基本

計画

広報しき男女共同参画情報

コーナー「ＳｅｅＳａｗ」

志木市男女共同参画推進

月間

女性相談

配偶者からの暴力の防止及び被害者
の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）

ワーク・ライフ・バランス

Ｗｉｔｈ Ｙｏｕさいたま（埼玉県男
女共同参画推進センター）

女性の職業生活における活躍の推
進に関する法律（女性活躍推進法）

政治分野における男女共同参画

の推進に関する法律

保育付き事業
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【「男女共同参画社会の実現」を目指すために必要なこと】  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(n=389) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.6%

23.9%

29.3%

10.0%

14.4%

54.0%

42.9%

17.2%

17.2%

10.0%

2.1%

1.5%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

労働環境の改善のため経営者への意識啓発

施策の立案、方針の決定の場への女性の積極的な登用

学校教育における男女平等教育の推進

生涯学習の場での男女共同参画に向けた学習や講座の充実

男女共同参画社会推進についての情報提供や啓発活動

保育制度などの子育て支援や、介護制度などの充実

仕事と家庭生活の両立支援

就労の場の待遇における性別による差別の解消

健康福祉や家族のことなどを気軽に相談できる窓口の充実

男女が共に地域活動に参加できるような拠点施設の設置

特に必要ない

その他

無回答
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令和元年度志木市男女共同参画に関する市民意識調査報告書（概要版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この冊子は再生紙を使用しています。 

 

この冊子は、再生紙を使用しています。 
  

 

発  行  令和2年3月 

志木市企画部人権推進室 

 

〒353-8501 

埼玉県志木市中宗岡１－１－１ 

TEL  048-473-1111（代表） 
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